
愛媛銀行及び森実商会が発達支援教材などを寄贈

　12/3（火）、株式会社愛媛銀行（西川義教頭取）
と株式会社森実商会（森實淳二代表取締役）から、
SDGs 寄付型私募債を活用して、子ども若者発達支援
センター（Palette）に対して、発達支援教材など
を寄贈していただきました。
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　高校卒業後にふるさとを離れ、40 年が経ちました。学生
時代は、帰省する度に大きな変化に驚かされました。1985
年 3 月には四国で初めての高速道路として三島川之江 IC-
土居 IC 間が開通し、四国中央市を起点に四国の高速道路
網が広がりました。また、1988 年 4 月には瀬戸大橋が開通
し、関西圏からのアクセスは飛躍的に高まりました。より
近年では三島川之江港の整備が着々と進み、2010 年には国
際コンテナの取扱量は高松港を抜いて四国トップとなり、
四国中央市の経済基盤は堅固なものとなりました。
　ところで、四国新幹線の計画をお聞きになったことがあ
りますか？今、その新幹線計画も着実に実現へと向かって
います。「さすがに、四国に新幹線はいらんやろ！」とお
考えになる方も多いと思います。四国には立派な高速道路
があるのだから、もうそれで十分。高速バスを使えば、大
都市圏へも安く移動可能。普段はあまり鉄道を使わないの
で、今の特急をもう少し速く便利にすればそれで結構。む
しろ、それが四国の「身の丈」・・などの声も聞こえてきます。

【主な経歴】
昭和 54 年　三島高等学校卒業
平成 03 年　東京工業大学講師
平成 14 年　香川大学教授
平成 24 年　大阪大学大学院教授

土井　健
け ん じ

司 さん
（昭和 35 年豊岡町生まれ、大阪府在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る
　それでも私の立場は、四国新幹線を応援する側です。新
幹線の特長は、高速の交通手段であること以上に、災害に
強いインフラ（社会の基盤施設であり生命線）です。適切
な場所に適切な規格でつくれば、新幹線ほど安全性の高い
交通インフラはないと言っていいでしょう。南海トラフ巨
大地震によって、四国南部は壊滅的被害を受けると予測さ
れています。そうした震災時に、現在の四国の鉄道網は崩
壊し、その後の復旧の目

め ど

途はたちません。唯一もちこたえ
ることのできる交通インフラが新幹線なのです。四国にこ
そ、新たな発想の新幹線、すなわち「減災新幹線」が不可
欠といえます。これは、世界に展開する新幹線戦略の柱に
もなります。
　現在、国と協議を進めている新幹線網は南北に岡山～高
知を結び、東西に松山～高松・徳島を結ぶという十字型の
ルートです。南北ルートと東西ルートは概

おおむ

ね四国中央市辺
りで交わる計画が最有力です。高速道路の交差点に加え、
新幹線の交差点となれば、ますます四国中央市の「まんな
か」の役割は高まるでしょう。その結果、場合によっては
観音寺、新居浜市などと一体化した人口規模 30 万人に迫
る中核都市圏が誕生します。
　四国新幹線については、長い時間をかけて議論を積み重
ね、四国内外の多くの方々のご理解を得つつあります。今
後の実現のカギを握るのは、「まんなか」にある四国中央
市なのです。四国中央市においては、以前に市民文化ホー
ルの基本構想・計画に関わる機会をいただきました。次は、
新幹線四国中央駅かな？と楽しみにしています。

大阪大学大学院工学研究科
地球総合工学専攻　教授

紙のまちランキングで本市が 14 年連続日本一！

　経済産業省が毎年公表している「工業統計調査（平
成 30 年工業統計表地域別統計表市区町村別）」によ
る「パルプ・紙・紙加工品製造業」の製造品出荷額
等（平成 29 年実績）において、本市が平成 16 年の
市町村合併以降、14 年連続で全国 1位となったこと
が分かりました。
本市のパルプ・紙・紙加工品製造業の平成 29年製造
品出荷額等と粗付加価値額
○製造品出荷額等　53,780,938 万円

○粗付加価値額　　17,827,079 万円

※経済産業省が公表した調査データを
基に、本市が独自にまとめたものです
　産業支援課　28-6186


